
平成２５年度 第３回 桜井市地域公共交通活性化再生協議会 次第 

 

日時：平成２５年１０月２５日（金） 午後２時から 

場所：桜井市役所 本庁２階 大会議室 

 

１．開 会 

 

 

２．挨 拶 会長 元田 清士 

 

 

３．議 事 

１）平成２５年１０月９日開催 奈良県地域交通改善協議会幹事会報告 

資料１：第３回奈良県地域交通改善協議会幹事会 要旨 

２）桜井市公共交通総合連携計画策定支援業務 業者選定結果 

       資料２：桜井市公共交通総合連携計画策定支援業務 審査結果 

       資料３：桜井市公共交通総合連携計画策定支援業務 選考採点基準表 

３）第２次地域公共交通総合連携計画策定について 

資料４：「第２次地域公共交通総合連携計画」策定実施方針（案）  

資料５：公共交通現況調査について（案） 

資料６：公共交通に対するニーズの調査について（案） 

資料７：桜井市の公共交通に関する市民意向調査票 

   （前回の地域公共交通総合連携計画策定時の市民アンケート） 

資料８：策定スケジュール（案） 



 
平成２５年度第３回奈良県地域交通改善協議会幹事会 要旨 

 
○ 日  時 平成２５年１０月９日（金）午後２時 
 
○ 場  所 奈良県市町村会館 ８階 大研修室 

 
○ 参 加 者 県内市町村 副市町村長及び代理 

 
  

   

  【議案】 

     奈良県における地域交通のあり方について 

      ①検討の進め方（別紙１） 

      ②新たなバス運行モデル（別紙２） 

      ③地域交通の実施方針について（別紙３） 

      ④連携コミュニティバスの運行モデル（別紙４） 

      ⑤今後のスケジュールについて 

        １０月３０日開催の協議会にて方針を決定する 

         

資料１ 



ステップ１ 現状把握  

○県内の路線バス・コミュニティバス・送迎バスの全路線を調査 

 ・ルート、ダイヤ、運賃、利用状況、財政状況、経営状況 など 

○市町村・交通事業者を対象とした調査票に基づく調査 

 ・移動ニーズに応じた交通サービスの実現に向けた意識調査 

ステップ２ 整理分析  

○現状把握の結果を整理・分析するためのフォーマットの作成 

○現状とトレンドを整理 

○路線毎の経営状況、利用状況などを類型化し、分析 

ステップ３ 問題点の整理と課題の抽出   

ステップ４ 維持確保の方向性及び改善方策の検討 

○現状の地域公共交通から、問題点を整理 

 ・運行ルート、運行方式、利用状況、経営状況 など  

○整理した問題点から課題を抽出し類型化（標準化） 

○現状と課題を踏まえた路線・系統の方向性の仕分け 

 ・維持、廃止、条件付き（廃止） 

○仕分けた方向性に応じた、対応策及びその条件を整理 

 ・補助を出す、他部局との連携、運行ルートの変更、運行方式の変更 など 

○県が主体となり、整理分析 
 ・現況調査フォーマットの作成 
○調査内容を基にヒアリング・分析 

県・市町村・地域が一体となって、 
リサーチしながら考える 

【目標とする姿】 

  運行サービスを向上して補助
金額を減らし、移動手段を確保
する 

県（事務局）が交通事業者・市町村
に対して現況調査を実施 

① 検討の進め方について 

17 



① 新たなバス運行モデル 

○市町村連携のイメージ 

19 



地域交通の実施方針                                           . 

奈良県 市町村 
１便あたりの 
乗車人数 

平均乗車密度 

最大乗車人員 

指標によって路線バスのあり方を判断 

収支率 

１人あたり 
補助金 

※１kmあたりの乗車人数 

補
助
の
妥
当
性 

ニ
｜
ズ
の
有
無 

補助対象路線バス 路線バスの存廃 
代替路線の検討 



Ａ
町 

Ｂ
町 

市町村連携による新たな運行形態によるコミュニティバスの運行 
 

 目的：個々の市町村が運行しているコミュニティバスを、複数市町村が連携して運行 

    することにより、利便性の改善、運行の効率化を図る。 

  

 メリット  ： 車両費、人件費などのコスト削減が可能（Supply side）  
          ：利用者の乗り継ぎ環境の改善、便数の拡大（Demando side） 

      

 デメリット：市町村間の連携に調整が必要。    

Ａ駅 

Ｂ駅 Ｂ駅 

   計                ９００万円／年 

・人件費：               ５００万円／年 

・車両費：２，０００万円／５年＝４００万円／年 

Ａ駅 

■市町村連携のイメージ図 

■コスト削減の例 
   〔車両１両分の原価償却費及び人件費１人分が削減される。〕 

改善前 例）利便性の向上 

③ 連携コミュニティバスの運行モデル 

Ｂ駅 

Ａ駅 

例）コスト削減 

OR 

31 



B
過去の実績

（5）

C
地域実績

(5)

D
管理責任者

(5)

E.
担当者
(5)

1 ㈱かんこう奈良支店 ¥5,124,000 10 5 3 5 3 1 5 10 5 3 50

2
㈱日本都市計画研
究所

¥4,410,000 10 3 4 3 1 2 3 10 3 5 44

3
㈱地域計画建築研
究所

¥5,355,000 10 5 3 3 2 2 3 5 3 5 41

4 ㈱サーベイリサーチ ¥5,829,000 0 4 2 4 2 3 3 5 3 5 31

地域特性の
活用度

提案の
実現性

提案の
独創性

提案の
独自性

合計 順位

かんこう 8.5 7.5 7 8 31.0 1位 81.0

日本都市計画研究所 6 4 6 6 22.0 2位 66.0

地域計画研究所 5.5 7 6 6 24.5 3位 65.5

サーベイリサーチ 5.5 7 7 7 26.5 4位 57.5

総合結果

日本都市計画研究所

地域計画研究所

サーベイリサーチ

桜井市公共交通総合連携計画策定支援業務　２次審査結果

かんこう

総合点

業務経歴
（10/100）

業務実施方針(20/100)

H
効率的な
計画策定

(10)

I
観光戦略と
連動した
計画策定

(5)

J
利用啓発

(5)

桜井市公共交通総合連携計画策定支援業務　1次審査結果

F
手持ち業務の

件数
(5)

G
地域体制

(5)

桜井市公共交通総合連携計画策定支援業務　審査結果 資料２

金額 合計

※各項目の点数は審査委員の平均値

業務実施体制（20/100）

同種・類似業務の実績
業者名

A
金額評価
（10/100）



１次審査

判定基準 小計

１．金額 10 10

5

管
理
責
任
者

同種又は類似業務
（実績、携わった立場）

5

同種又は類似業務
（実績、携わった立場）

5

5

5

10

5

5

2次審査

10

10

10

10

提案の独創性

提案の実現性

桜井市の特性が十分に取り入れられているか。

業務の提案内容は実現性があるか。

業務の提案内容は独創的であるか。

観光戦略と連動した運行が計画されているか。

利用啓発にモビリティマネジメントが取り入れられているか。

20

地域特性の活用度

地域実績

地域体制

奈良県内又は関西圏内での業務実績がある場合
に評価する。

過去の実績（１人につき１件）を下記の順位で評価
する。
①同種業務の実績がある。
②類似業務の実績がある。
なお、全ての担当者において業務実績が無い場
合は評価の対象としない。

管理責任者、担当者の平均手持ち業務の件数が
５件以上の場合は、評価に値しない。

担当者に関する評価項目については、評価対象人員を２名以上とし、その
平均点（配置人員が２名に満たない場合は、２で除した数値）で評価する。
なお、手持ち業務が５件以上の者は、評価の対象としない。

①同種業務の実績がある。
②類似業務の実績がある。
なお、業務実績が無い場合は評価の対象としな
い。
上記に加え、実績の立場を下記の順位で評価す
る。
①管理責任者又はこれに順ずる立場
②主たる担当者
③補助的な立場

３．業務実施体制

奈良県内又は関西圏内に支店、営業所等を設置
している場合に評価する。

提案の独自性

20

手持ち業務の件数

業務の提案内容に、仕様書以上の付加価値があ
るか。

５．企画提案書内
容

40

４．業務実施方針

効率的な計画を策定するための提案になっているか。

同種又は類似業務の実績
（実績の有無、件数）

評価の着眼点
評価項目

事業実施見積額 事業実施予定額と見積額を比較し評価する

桜井市公共交通総合連携計画策定支援業務　選考採点基準表
資料３

5

評価の基準点

10

過去の実績（３件）を下記の順位で評価する。
①同種業務の実績がある。
②類似業務の実績がある。
なお、業務実績の無い場合は評価の対象としな
い。

担
当
者

２．業務経歴



「第２次地域公共交通総合連携計画」策定実施方針（案） 

 
１．コミュニティバスの再編と公共交通ネットワークの再構築 

奈良交通路線バスの見直しに伴い、コミュニティバスの再編とともに、鉄

道網も含めた公共交通ネットワークの再構築を行います。 
 
２．観光利用についての可能性検討 

上記のコミュニティバスの再編とともに、観光利用の可能性について、次

の観点で見直しを行います。 

① 平日・休日の利用者層の精査を行い、平日の生活利用と休日の観光利用

などに区分した運行の可能性の検討 

② 観光振興の促進を図るための利便性の高い運行方法等の検討 

 

３．エリア特性を踏まえた市内の公共交通の適切な運行方法等の検討 

人口減少、少子高齢化を見据え、市街地や山間部などの地勢や人口分布、交

通量等、あるいは実証運行結果等を踏まえた、エリア毎の公共交通の運行方法

について検討します。 

 
４．市民と協働した公共交通利用促進策（モビリティマネジメント）の検討 

コミュニティバス、予約型乗合タクシーおよび路線バスについて、利用促進

策を検討して活性化を図ります。そのため、市民アンケートや地元自治会のヒ

アリング等の結果を踏まえ、利用促進のための体制や方策について検討します。 
 

資料４ 



公共交通現況調査について（案） 
 

調査項目・調査内容 計画への反映手法 

1）市内公共交通の利用状況調査  

 ①奈良県が平成 24 年 3 月実施の「地域交通

調査事業－移動実態調査」の結果を利用 

（天理桜井線、桜井菟田野線、桜井飛鳥線） 

⇒各路線バスの移動実態をコミュ

ニティバスの再編の検討に活か

します。 

 ②パーソントリップ（人の動き）のデータ集計 

「パーソントリップ調査」について駅別集計

や交通手段別の集計を行います。 

⇒コミュニティバスの再編の検討

に活かします。 

 ③路線バスのバス停別利用者数 

奈良交通よりデータを提供してもらい集計 
⇒コミュニティバスの再編及び公

共交通ネットワークの再構築の

検討に活かします。 
 ④近鉄・ＪＲの鉄道駅別利用者数 

各鉄道よりデータを提供してもらい集計 

2）コミュニティバスの乗降調査  

○路線別・便別・バス停別の乗降者数を調査 

－平日２日（月・木）、土曜、日曜の計４日

について、バスの全便に乗り込んで、バス

停別の乗降者数を調査 

⇒コミュニティバスの再編の検討

に活かします。 

3）交通空白地帯の調査  

 

 

①大字別の人口及び高齢者数の分布状況 

⇒交通空白地帯について、バス停か

らの距離や人口・高齢者の存在状

況を詳細に把握し、コミュニティ

バスや乗合タクシー等の運行の

検討に活かします。 

 

 

②バス停や鉄道駅を中心に円(半径 300ｍ､500

ｍ等）をプロットし、交通空白地帯を明示 

 

 

4）道路交通の状況  

○道路網の整備状況の把握 

－中和幹線や主要道路等の整備状況を調査 

⇒コミュニティバスの運行ルート

の検討に活かします。 

5）観光施設の分布と来客数  

○観光施設の分布と、各施設の来客数の調査 

 

⇒観光需要を取り込んだコミュニ

ティバスの利用振興の検討に活

かします。 

 

資料５ 



公共交通に対するニーズの調査について（案） 

 
調査項目・調査内容 計画への反映手法 

1）市民アンケート調査  
○3,０００世帯を対象に、世帯主宛にアン

ケート調査票を郵送で配布・回収しま

す。 

 

⇒日常の移動手段の実態と公共交通の利用

頻度等を把握し、コミュニティバスのル

ート見直しなど、再編の検討に活かしま

す。 

2）公共交通利用者へのヒアリング調査  
○鉄道駅やバス停での公共交通を利用す

る方、およびバス車内に乗車している方

に対し、調査員が直接聞き取りを行う方

法でヒアリング調査を実施します。 

○その場で聞き取りできない方には、調査

票を手渡し、後日返送してもらいます。 

⇒公共交通の利用者の利用実態を把握し、

日常利用者にとっては改善策の検討、観

光利用者にとっては利用しやすくするた

めの利便性向上策とバスを走らせる施設

のルート計画に活かします。 

3）地元団体へのヒアリング調査  
○必要な自治会宛てにアンケート調査票

を郵送にて配布・回収します。 

 

⇒既存ルートの利用促進策または交通空白

地帯への運行の検討に活かします。 

 

4）その他関係団体（観光関連事業者等）へ

のヒアリング調査 
 

○観光関連事業者をはじめ、関係団体にヒ

アリングを実施します。具体的な対象の

抽出については、適切な検討を行いま

す。 

⇒公共交通を利用した観光振興の検討に活

かします。 

5）観光施設来訪者へのヒアリング調査  
○各種観光施設への来訪者に対して、ヒ

アリングまたはアンケート調査を実施

します。具体的な観光施設の抽出につ

いては、適切な検討を行います。 

⇒観光施設へ来る交通手段の実態と公共

交通の利用状況を把握し、公共交通を利

用した観光振興の検討に活かします。 

 
 
 

資料６ 



1 

 

 

 

 

 

問１ あなたのお住まいの住所（大字）を教えてください。 

桜井市 大字（          ） 

 

問２ あなたのご家族の構成を教えてください。 

 世帯主 同居者１ 同居者２ 同居者３ 同居者４ 同居者５ 同居者６ 同居者７ 

続き柄 本人        

性 別 男・女 男・女 男・女 男・女 男・女 男・女 男・女 男・女 

年 齢 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 

※注１：「続き柄」欄は、世帯主との続き柄を記入してください。例：妻、長男、母など 

※注２：「性 別」欄は、あてはまる方にそれぞれ○印をつけてください。 

※注３：「年 齢」欄は、現在の年齢をそれぞれ記入してください。 

 

問３ バスを利用していますか。上記の家族構成別に、該当する方に○印を記入ください。 

また、利用している方は、次に利用頻度を選んで番号を記入ください。 

 (記入例) 世帯主 同居者１ 同居者２ 同居者３ 同居者４ 同居者５ 同居者６ 同居者７ 

1．利用している ○         

2．利用していない          

 

利用頻度 2         

    利用頻度は、次の中から１つ選んで、それぞれ番号を上欄に記入してください。 

1)ほぼ毎日  2)週２～３日位  3)週１日位  4)月数回位  5)月１日位  6)年数回位 

 

問４ バスを利用する目的は何ですか。家族構成別に、該当する項目に(複数可)○印を記入ください。 

 (記入例) 世帯主 同居者１ 同居者２ 同居者３ 同居者４ 同居者５ 同居者６ 同居者７ 

 

 

 

 

利用の目的 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(具体的に) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

1-通勤 

2-通学 

3-買物 

4-通院 

5-遊び 

6-ﾚｼﾞｬｰ 

7-役所等 

8-その他 

(   ) 

 

桜井市の公共交通に関する市民意向調査票 

資料７ 前期（平成２１年度）総合連携計画作成時に実施した市民アンケート 
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問５ よく利用するバス路線はどれですか。該当する路線に○印を(番号に)記入ください。 

奈良交通バス 

１．天理桜井線 （桜井駅～天理駅） 

２．桜井菟田野線（桜井駅～菟田野） 

３．桜井飛鳥線 （桜井駅～石舞台） 

４．多武峯線  （桜井駅～談山神社） 

桜井市コミュニティバス 
５．桜井初瀬線 （桜井駅～与喜浦） 

６．朝倉台線  （大和朝倉駅～桜井駅～ジャスコ～大和朝倉駅） 

 

問６ あなたのお住まいの最寄りのバス停はどこですか。バス停名を記入ください。 

最寄りのバス停名  

 

問７ 現在のバス運行について満足していますか。１つだけ選んで○印を(番号に)つけてください。 

１．満足している ２．多少不満がある ３．多いに不満がある 

 

問８ バスに対する不満の内容は何ですか。該当する項目すべてに○印を(番号に)つけてください。 

１．便数が少ない、利用したい時間帯にない 

２．目的地まで、時間がかかりすぎる 

３．運行時刻があまり正確でない 

４．料金が高い 

５．家の付近にバス停がない 

６．バスの乗降に段差等があり、利用しにくい 

７．その他（具体的にお書きください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○必要な時間帯は、何時頃ですか 

（      時頃） 

（      時頃） 

（      時頃） 

 

 

問９ バスを利用しない理由は何ですか。該当する項目すべてに○印を(番号に)つけてください。 

１．バスによる移動の必要がないから 

２．マイカーを利用しているから 

３．バイクを利用しているから 

４．自転車で移動できるから 

５．鉄道を利用しているから 

６．便数が少なく、利用したい時間帯にないから 

７．目的地まで、時間がかかりすぎるから 

３．運行時刻があまり正確でないから 

８．料金が高いから 

９．家の付近にバス停がないから 

10．バスの乗降に段差等があり、利用しにくいから 

11．その他（具体的にお書きください：                           ） 
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問 10 バスを利用しない方におたずねします。 

－どのようになればバスを利用されますか。ぜひ、ご意見をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 日頃よく行かれる施設（場所）はどこですか。左欄の施設名からよく行かれるものすべてに

○印を(番号に)つけてください。 

また、そこへ行く主な交通手段を、右欄の中から１つ選び丸番号に○印をつけてください。 

よく行かれる施設名 そこへ行く主な交通手段 

1．市役所 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

2．桜井市民会館 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

3．中央公民館 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

4．総合体育館 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

5．保健会館 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

6．高齢者総合福祉ｾﾝﾀｰ ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

7．市立図書館 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

8．済生会中和病院 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

9．山の辺病院 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

10．桜井郵便局 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

11．ジャスコ ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

12．ヤマトー桜井店 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

13．ヤマトー桜井南店 ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

(以下は名称を記入ください)  

14． ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

15．  ①バス ②マイカー ③バイク ④自転車 ⑤徒歩 ⑥鉄道 ⑦その他 

 

問 12 お住まいの近くから、バスが通じていたらバスで行きたい施設（場所）はありますか。 

下記から３つ選んで○印を(番号に)つけてください。 

1．市役所 

2．桜井市民会館 

3．中央公民館 

4．総合体育館 

5．保健会館 

6．高齢者総合福祉ｾﾝﾀｰ 

7．市立図書館 

8．済生会中和病院 

9．山の辺病院 

10．桜井郵便局 

11．ジャスコ 

12．ヤマトー桜井店 

13．ヤマトー桜井南店 

（以下は名称を記入ください） 

14（           ） 

15（           ） 

16（           ） 

17（           ） 

18（           ） 

19（           ） 

20．大神神社 

21．纒向遺跡 

22．飛鳥資料館 

23．安倍文殊院 

24．長谷寺 

（以下は名称を記入ください） 

25（           ） 

26（           ） 

27（           ） 

28（           ） 
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問 13 バス路線がお住まいの近くにない方におたずねします。 

－お住まいの近くにバスが運行されれば、バスを利用されますか。下記から１つ選んで○印

を(番号に)つけてください。 

1．多いに利用する 

2．少し利用する 

3．ほとんど利用しない 

4．わからない 

 

問 14 あなたのお住まいの最寄りの鉄道駅はどこですか。駅名を記入ください。 

最寄りの駅名                  駅 

 

問 15 上記の最寄り駅まで何で行っていますか。主な交通手段を１つ選んで○印を(番号に)つけて

ください。 

1．バス  2．マイカー  3．バイク  4．自転車  5．徒歩  6．その他(     ) 

 

問 16 最後に、公共交通についてあなたのお考えがあれば、ご自由にお書きください。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝＝ 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。＝＝ 

 
ご記入いただいた調査票は、返信用封筒に入れ、切手を貼らずに、 

９月９日（水）までに 投函ください。 
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